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【巻頭言】 学連の現状と今後の課題

副会長 齋 藤 滋 雄（学習院大学部長兼監督）

全日本大学ソフトボール連盟は、1965(昭和40)年末、当時日本体育大学ソフトボール部

男女監督であり、日本ソフトボール協会学識経験理事として活躍されていた下奥信也氏の、

「大学に連盟を作り独自の大会を開催することが大学におけるソフトボールの普及活動と

なり、日本協会にも貢献することになる」という提言に基づき、初代会長に日本体育大学

学長栗本義彦氏、理事長に下奥氏を選任し、設立された。そして翌年11月３日には、「第

１回全日本大学ソフトボール選手権大会」が駒沢オリンピック公園グラウンドにおいて、

男子10チーム・女子５チームの参加により開催された。

全日本大会はその後も順調に歴史を重ね、第37回を数える今年の大会は、京都府宇治市

を中心に開催された。現在では全国９ブロックを代表するチームに加え、前年度優勝・準

優勝、地元推薦の男女計56チームが出場する大規模な大会に発展した。第27回大会からは

当時の第５代会長松田岩男氏(中京大学学長)のご尽力により、文部省(現・文部科学省)の

後援を得て、優勝チームには文部大臣杯が授与されるようになった。

ところで近年、わが国においてはスポーツに対する国民の姿勢が変化してきているよう

に思われる。日本のスポーツ界はこれまで、大学運動部や企業クラブに支えられて発展し

てきた。しかしたとえば企業クラブにおいては、少子化や経済情勢の変化により衰退し、

廃部・休部に追い込まれるクラブが目立ってきている。また大学では、運動部で自らを徹

底的に鍛え上げようという向上心を持った選手は減少し、一方では従来のスポーツ競技に

こだわらず、より身近な自分達のレベルで仲間とスポーツを楽しみたいという考えから、

同好会やサークルに所属する学生達が増加する傾向にある。そして彼らは自分達で大会を

企画・開催しているケースが多い現状である。

そのような状況下にあっても、日本ソフトボール協会は世界の頂点を目指し、最強の全

日本チームを作り上げる努力を続けている。最近の活躍としては、2000年シドニーオリン

ピックで銀メダルを獲得し、多くの国民に感動を与えたことはご承知のとおりである。ま

た、本年８月にカナダで開催された世界選手権大会では、再び惜しくも銀メダルであった

が、2004年に開催されるアテネオリンピックの出場権を日本で最初に獲得するという快挙

を成し遂げた。そして、11月に開催された第14回釜山アジア大会では初優勝し、金メダル

を獲得したことは記憶に新しい。

このように、変化する日本のスポーツ界にあって日本協会の活動に支えられた全日本の

活躍は大変素晴らしいものである。そして、大学連盟の現役・ＯＧ・ＯＢの方々が選手や

役員としてその中で活躍されていることは、大学連盟にとって誠に喜ばしいことである。

各大学の選手も全日本の代表になれるよう、日々向上を目指して頑張って頂きたい。

最後に、当初にも申し上げたとおり、大学連盟は全国の大学にソフトボールを普及する

ことを一つの大きな目的として設立された。現在の加盟大学数は、男子142・女子87チーム

を数え、その成果は着実に積み重ねられていると言えよう。しかし今後、大学連盟がより

一層の発展を遂げるためには、大学連盟の意向を日本協会に上申し普及のためによりよい

体制を作っていくことが必要ではないだろうか。これからは日本協会に対し、大学連盟よ

り理事を１名でも選出して頂き、理事会で大学連盟の意向を述べる場を与えて頂くことに

より、更に多くの大学にソフトボールという競技の持つ魅力を伝えていきたいと願う次第

である。
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【事業報告】平成14年度の事業報告と今後の活動方針

理事長 末 井 健 作

平成14年度本連盟の唯一の事業である文部科学大臣杯第37回全日本大学ソフトボール選

手権大会（主管：京都府ソフトボール協会、後援：京都府宇治市・城陽市・久御山町他）

は、男子で日本体育大学が３連覇を、女子で東京女子体育大学が５連覇を達成し、大会の

歴史にその偉業を刻むとともに、新進気鋭のチームの活躍もみられ大いに盛り上がりまし

た。運営面におきましても、京都府ソフトボール協会の皆様の絶大なるご協力により成功

裡に終えることができました。関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

さらに、各会場には早朝から多くのソフトボールファンが応援に来場くださり選手の志

気も高まり、応援するものと選手が一体となり充実した大会であったと思います。今後と

も、応援してくださるソフトボールファンを楽しませる熱気溢れる大会になるよう、選手

とともに努力したいと考えています。

後援いたしました東日本、西日本大学選手権大会は、全日本大学選手権大会直前の日程

となり、選手諸君はもとより大会運営に携わられた皆様に大変ご負担をおかけしたことと

思います。しかしながら、両大会とも出場大学も多く活気溢れる大会となり、さらなる発

展が期待されます。また、本年度初めて後援いたしました各オープン大会も関係者の皆様

の献身的な運営により、今後の飛躍を目指していただきたいと思います。

昨年度まで開催いたしました東西対抗および全日本女子短期大学大会がなくなり、一抹

の寂しさを感じますが、今後、各地区の組織の確立及び地区の連携と加盟大学の活性化の

一助となるよう、各ブロックでブロックの枠を超えたオープン大会を開催していただきた

いと考えています。

ところで、男子の試合において大学生としての品位に欠ける態度が見受けられることか

ら、指導者の皆様はじめ選手諸君に、品位あるプレイとマナーを強くアピールしてきまし

たが、その改善がみられてきたように思います。さらに、レベルの高い気迫溢れる素晴ら

しいプレイを示してください。それが、各方面から大学選手への期待に応える最も近い道

になると確信しています。

今後は、機関誌「ウインドミル」と公式ホームページ(http://www.chujo-u.ac.jp/ajc-

softball/)を通じた広報活動の充実、及び学生役員の活動等に積極的に取り組まなければ

ならないと考えています。

来年度の事業としては、女子のニュージーランドへの海外遠征を予定しています。第２

回の遠征以上に、その成果が大いに期待されています。ソフトボールを通じて国際交流を

深め、日本から文化の発信をしていきたいと思います。

平成15年度の事業がさらに充実した内容で実施出来ますよう、皆様の絶大なるご協力を

お願い申し上げます。
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【特別寄稿】 大 切 な も の

日本体育大学女子ソフトボール部主将 鈴 木 由 香

日本体育大学に入学してもう３年半の月日が流れてしまいました。まさか自分が日の丸

をつけて世界の舞台に立つとは、入学当時には考えられなかったというのが本心です。た

だ人よりうまくなりたいと言う気持ちは強かったかもしれません。それだけで大学三年生

の冬に行なわれた全日本の選考会に参加しました。明らかに技術的には実業団の選手の人

たちと比べるとだいぶ劣っていました。でもどうしても入りたかった。その気迫だけで選

考に受かったような気がします。

実際に全日本に入って最初はかなり戸惑いもありました。スピードとパワーの違い、経

験の違い。圧倒されるばかりでついていくのに必死でした。その分、さらに「もっとうま

くなりたい。負けたくない。」という気持ちになり一生懸命練習をしました。周りの人に

はいつも迷惑をかけていました。今、大学生としての現役を終え、いろんな人に支えられ

てこれまでやってこられたことに対しとても感謝しています。特に日本体育大学女子ソフ

トボール部員のみんな。部員のみんなのおかげで今の私があると今改めて思います。実は、

日体大は学生が自主的に運営するスタイルをとっているチームであったため、キャプテン

でもあった私が監督の役割もやらせてもらっていたのです。そのためわたしが抜けること

によって同期である四年生にはいつも迷惑ばかりかけていました。それでも遠征や大会に

行くごとに、笑顔で励ましの言葉をかけて送り出してくれました。そんな仲間が居てくれ

たからこそ頑張ることができました。

よくいろいろな人から大学生でただ一人とか、大学生だから・・・といわれることがあ

ります。なんとなく悔しい気持ちになります。こういうときにやはり大学のソフトボール

は弱いと思われていると感じ、もっと頑張って見返してやろうと思います。こういう負け

ず嫌いの考え方が良かったのかもしれません。私が全日本に入りたいと考えるようになっ

たのは、テレビでアトランタ五輪やシドニー五輪の高山先輩（日体大卒）や、増淵さん（東

京女子体育大卒）の活躍を見て「もしかしたら私にもできるんではないか。」と思ったと

ころから始まりました。いま振り返ってみてもすごいプラス思考だし、かなり無謀な考え

だったと思います。でもそう思うことができたからこそ可能性がゼロではなくなり、大学

生として日本代表に選ばれるという結果に繋がったのだと今改めて思います。選考会に受

かったことでどんなことでも諦めないで願うことが夢を叶える第一歩なんだと実感するこ

とができました。もちろん願えばなんでも叶うというわけではないので、それに対して自

分自身が努力することが大変ですし、大切だと思います。全日本にいるほかの選手の方々

を見ていても努力の大切さは常に感じていました。

現在、世界選手権、アジア大会を終えこれで全日本がまた白紙となりました。ゼロの段

階から選考会が行われます。もちろんどんなベテランも、若手も、同じスタートラインに

立った状態です。今までの経験を通じて世界の力を肌で感じ、「あの舞台で活躍できるよ

うな選手になりたい」とこれまで以上に強く感じました。今度は気迫だけではなく、技術

的にも精神的にもレべルアップして選考会に臨めるように頑張りたいと思っています。引
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退してみて大学４年間で目標としていた日本一を達成することはできませんでしたが、今

振り返ると私にとっての大学生活は貴重な経験であり、将来に向けてのしっかりとした基

盤を作ることができた充実した３年半だったと思います。何より大切なものを手に入れる

ことができました。大学のたくさんの仲間と、アテネ五輪へ行くという夢。これが今の私

の大切なものです。

最後になりましたが、全日本ソフトボールチームに対する多大なるご声援本当にありが

とうございました。

編集部註：この原稿を依頼したのは、インカレの敗戦直後、しかも過呼吸で苦しむチームメイトの介抱中でした。イヤ
な顔ひとつせず、ふたつ返事でお引き受けくださった爽やかな表情が印象的でした。

【研究資料】鈴木由香選手へのインタビューから

森 田 啓 之（兵庫教育大学）

これまでウインドミル誌上では、高山・増淵両投手にそれぞれ対談をお願いしてきた。今

回全日本代表として世界選手権・アジア大会に参加した鈴木選手は、野手（捕手）というこ

と、さらに彼女が書いてくれた文章に関して是非聞いてみたいことがあって、直接話を伺う

機会を設定した。以下はそのインタビューをヒントにしつつ、著者の意見をまとめたもので

ある。なお、「 」は鈴木選手の表現をそのまま用いている。

１．大学でソフトボールをする意義は？

鈴木さんは今回の代表経験において、「大学と実業団とのレベルの差（意識やプレイヤー

を取り巻く環境）を実感した」と正直に語ってくれた。と同時に、「部をどうまとめるか、

後輩の指導をどうするか（いわゆる〈クラブ運営〉）という点においては、大学でプレイす

る意味は大いにあったし、ソフトボールを多角的に見ることができた」とも表現してくれた。

ここから大学における指導的立場の我々は何を読み取るべきだろうか。確かにプレイの追

求を第一義に据えるならば実業団にかなわないかもしれない（数人の例外的な選手を除いて

は）。とすると、「日体大での４年間はいつか指導者になったときに必ず役に立つと思う」と

言うように、大学では“将来の指導者になるであろう人材をいかに作っていくか”が、まず

念頭におかれる必要があるだろう。つまり、勝つだけでなく、“練習から試合に至るすべて

のプロセスで学生にどのような経験をさせるか”を大切にした指導を心がけるべきと考える。

「４年生になって、監督（役）を自分から申し出てやらせてもらい、日常の練習から練習試

合の決定、試合における采配までやった」というスタイルがすべてのチームで採用されるべ

きというのではないが、大学のクラブの一つのありかたとして捉えることはできよう。

周知のように、学校部活動を中心に展開してきたわが国のスポーツは、大きな転機を迎え

ている。社会体育への移行論や、それに伴う地域スポーツクラブの登場を耳にする人は多い

だろう。ただ、教育機関におけるクラブ的な活動は今後もなくなりはしないと思っている（全

くの私見であるが）。と同時に、これからはそれぞれの場（機関）に応じた“ふさわしいあ
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りかた”が必要になることも予想される。学校関係（中・高・大学など）と、それ以外（地

域クラブや実業団など）が全く同じ方向性や内容である場合には、一方が他方に淘汰・吸収

されていくことは大いに予想されうる。こう考えると、大学を含めた教育機関では、ソフト

ボール“で”多様なことを学べるようにしなければならない。ただ、そのような取り組みは

パフォーマンスの追求という点で回り道なことも往々にしてあるだろうが、将来に向けて良

い指導者を作ろうとするのであれば、学生に“クラブとは？クラブワークとは？”といった

ことを絶えず問い掛けていくことを忘れるべきではない。とは言え、教育機関（大学）であ

っても、プレイヤーの最大の関心事は“勝利や技能といったパフォーマンスの向上”である。

鈴木さんが「多くの大学プレイヤーは、全日本代表になることは難しいと考えているかもし

れないが、条件的に不利な環境の中でも個人の取り組みいかんで可能になるはず」と語って

くれたことに耳を傾けるならば、大学の指導者は“遠い目標（将来に指導するときのために

何を学ばせておくべきか）に向けた働きかけと、近い目標（プレイヤーとしての能力Upに対

して、今何をすべきか）に向けた働きかけのバランス”をうまく取りつつ、かつ多様なレベ

ルのプレイヤーに対応していく力量が必要とされると思う。それが、教育機関に席を置く指

導者は、“Coacherであると同時にTeacherでなければならない”と言われるゆえんであろう。

もちろん、この両側面への取り組みを巧みに実践してきた優れた指導者はこれまでにもたく

さんいるだろうが、その指導のノウハウについてこれから互いに情報交換できればいいと個

人的に感じた。

２．大学ソフトボール連盟としての活動の今後に向けて

鈴木さんからは「試合数を増やしてほしい（年２回のリーグ戦だけでなく、例えば関西地

区や実業団との交流など）、それも練習試合ではなく、より実践的なものを」、「大学連盟と

してのプレイヤーのレベルアップに対するBack Upを！」という要望があった。これまでは

そのような相手とは「各大学が個別にセッティングしてきたが、レベルを高めるために〈組

織的に〉取り組むシステム」を作ってほしいということである。

これも全くの私見であるが、競技力の向上を本当にねらうならば、現在のようなトーナメ

ント方式だけではなく、力の均衡したチーム同士によるリーグ戦を展開する必要があるだろ

う。その意味で、これから全日本学連が地区を越えて開催しようとしている「地区交流・研

修大会」の一つとして、そのようなリーグ戦をまず位置づけることは可能であろう。前述し

たように大学ソフトボールプレイヤーは多様なレベルから構成されているが、トップ選手の

立場から具体的な要望をもらったことを大事にしなければならないと感じた。

３．その他

高山・増淵両選手との話でも出たことだが、鈴木さんも「アメリカなど外国の選手に対し

ては〈自主的〉〈個人で動く〉という印象を強く持った」という。海外経験をした選手が異

口同音に口にする言葉である。指導やプレイのスタイルを“集団としての力のUP”だけでな

く(と同時に）、“自立・自律した個人”“個性豊かな個”をいかに作っていくかは大変難しい

ことであるが、このような意識を持ちながら取り組んでいくことが重要であると再認識した。

４．最後に

キラキラした眼で、「現状に甘んぜず、志を高く持って」、「大学で学んだことを誇りにし

て、これからやっていきたい」という言葉が本当に印象的だった。今後の活躍に大いに期待

したい。















【提言】 インカレの試合は１日１試合に

水 谷 博（中京女子大学）

最近の学生の言動には気になることがいくつもあるが、そのひとつに「暑い」・「寒い」

をすぐに口にすることがある。ちょっと日が照れば「暑～い！」、わずかにでも北風が吹

けば「寒～い！」を連発する。このごろの教室は異常に暖房が効いていて、そのスイッチ

を切ろうものならすぐにブーイングが飛んでくる。仕方なく、汗を拭き拭き講義すること

になる。「子どもは風の子」などという言葉はもはや死語になったと思わざるを得ない。

体温調節機能は、生後２～３週間に寒さを体験して褐色細胞を燃焼することでセットさ

れ、３才までにたっぷりと汗をかく体験をして、汗を出す能動汗腺を多く開発することで

発達すると言われている（正木健雄著「ヒトになる人間になる」創教出版）。しかし、今

の学生達が幼少のころは、すでに各家庭にエアコンが普及していたことから、恒温動物と

してのこの重要な機能を十分に発達させて来なかったことは容易に想像される。

ところで、ソフトボールのインカレは第１回と第５回を除いて夏の炎天下で開催されて

いる。しかも、会期は３日間であるから、優勝するためにはベスト16からは２日間で４試

合を戦わなければならない。これは、今の学生達にとっては過酷であると思われる。ある

インカレでは、準決勝で快投した優勝候補のエースが熱中症でダウンし、決勝戦は２番手

が打ち込まれて大敗したことがあった。この大会では観客も倒れる人が続出し、ひっきり

なしに救急車が会場と病院を往復することになってしまった。

今年のインカレも暑い京都であった。幸いそのようなことはなかったようだが、熱中症

で倒れた選手は皆無ではなかった。たまたま手元に日本体育協会の推奨する「暑熱環境計」

があったので測定してみたところ、連日、試合開始の午前９時にはすでに28WBGT(℃)を越

え、午後には34WBGT(℃)に達していた。試合がすべて終了した午後５時頃でも28WBGT(℃)

を下回ることはなかった。「熱中症予防のための運動指針」では、28WBGT(℃)以上は、「厳

重警戒（激しい運動は禁止）」、31WBGT(℃)以上は「運動は原則中止」とされている。確

かに、暑熱馴化という現象もあり、灼熱環境に耐えてプレーするのも実力のうちという考

え方もできる。しかし、取り返しのつかない事故が起きてからでは遅い。現に、学校管理

下における熱中症死亡事故では野球が最も多い（日本体育協会「熱中症予防ガイドブッ

ク」）。野球やソフトボールは意識すればいつでも水が飲めるから安全というわけではな

い。また、熱中症はケガではないので、傷害保険が下りない。

このようなことから、夏のインカレは各チームとも１日１試合とすべきであると考えら

れる。インターハイでも１日２試合やっているというのは現状を肯定する理由にはならな

い。同時期に開催される甲子園の高校野球は１日１試合であるし、来年からは準々決勝戦

を２日間かけて行い、実質的な休養日さえ設けられる。１日１試合にするためには、会期

の延長とそれに伴う経費の増加、役員や審判員等の負担増など、さまざまな変更を強いら

れる。時には出場チーム数を削減しなければならないかも知れない。しかし、命には代え

られない。主催者としては、責任を問われることなく、選手がベストな状態で戦える場を

提供すること、これ第一である。個人的な見解を表明させていただきました。ご一考を!
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【卒業論文】

ソフトボールのルール改正による試合への影響

中山 美千代（中京女子大学平成15年３月卒業予定），団 琢磨（指導教員）

キーワード：ルール改正・試合への影響・記録

〈研究の動機・目的〉

2002年度から国際ソフトボール連盟（Ｉ

ＳＦ）は国際ルールを大幅に改正した。ル

ール改正の趣旨は今までの投手戦を打破し、

打撃戦の試合展開に発展させていくことで

ある。日本ソフトボール協会は、同年度に

ルール改正に基づき日本リーグを実施した。

この女子１部リーグ戦の前半を振り返り、

ルール改正の影響を鈴木征氏が比較・検証

した（「ソフトボールマガジン」９月号）。

その概要は次のとおりである。得点数、安

打数、打率が改正前より上がった。特に長

打は、二塁打が95本から1 3 1本へと約４割

増加し、三塁打は11本から27本へと約2.5倍

に激増した。ルール改正の効果が見え、目

的どおり打撃戦の試合展開が行われたとい

うことであった。

そこで、東海地区大学(女子)リーグ戦も

平成14年度第39回春季リーグ戦からルール

改正に基づき、試合が行われたので、同様

な検討を試みた。本研究ではルールが改正

される前、昨年同期の平成13年度第37回春

季リーグ戦の記録と今季の１部リーグ戦の

記録を比較の対象とした。打撃戦を目的と

したルール改正で打率が上がり、点を取り

合う試合展開となったのかを比較検討した。

また、ルールの改正で、打撃の傾向に変化

が生じたのかも検証した。

〈研究方法と内容〉

東海地区大学（女子）ソフトボールリー

グ戦の平成13年度第37回春季リーグ戦と平

成14年度第39回春季リーグ戦の１部の試合

を対象に、同連盟公式記録員が日立ソフト

ボール成績集計システム『HIBALL』を使用

して集計した記録を検討した。その主な項

目は、ルール改正の目的から、攻撃を中心

としてリーグ戦全体の打率・防御率・得点

数・安打数・打点数など様々なデータであ

る。それに加えて、打撃戦の試合展開にな

ったのかも比較・検証をした。なお、本リ

ーグ戦は、６チームによる１回戦の総当た

りで行われ、試合数は合計15である。

〈2002年度の主なルール改正項目〉

・ホームベースからピッチャー間

12.19ｍ → 13.11ｍ

・ホームベースから外野フェンス

60.96ｍ以上 → 67.06ｍ以上

・投手の投球準備動作においての停止時間

１秒以上～ → ２秒以上～

〈結果並びに考察〉

両リーグ戦15試合の結果を得点に注目し

て表１に示した。なお、二桁得点での完封

試合は、第37回には５試合、39回には１試

合あった。

表１．得点結果

リーグ 完封試合 二桁得点 その他

第37回 ９ ６ ５

第39回 ４ ３ ９

完封試合が半減したことから、ルール改

正の効果が出たとも思われるが、二桁得点

の試合も半減していることから、これは、

ルール改正の効果ではなく、第37回大会の

最下位チームの競技力が特に低かったため

と考えられる。
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また、様々なデータの比較は表２に示し

た。（ ）内は、１試合の平均値である。

表２．データの比較

項 目 第37回大会 第39回大会 伸び率

得 点 117( 7.8) 108( 7.2) －7.7

打 点 83( 5.5) 86( 5.7) ＋3.6

安 打 179(11.9) 191(12.7) ＋6.7

犠 打 45( 3.0) 42( 2.8) －6.7

四死球 69( 4.6) 47( 3.3) －4.1

三 振 71( 4.7) 99( 6.6) ＋39.4

盗 塁 60( 4.0) 36( 2.4) －4.0

二塁打 18( 1.2) 28( 1.9) ＋55.5

三塁打 9( 0.6) 11( 0.7) ＋22.2

本塁打 6( 0.4) 3( 0.2) －50.0

打 率 0.239 0.237 －14.7

防御率 2.78 1.84 －69.8

守備率 0.954 0.931 －2.4

今回のルール改正で最も注目されたのは、

投捕間が約90cm伸びたことであり、これは

打者にとって有利な条件と考えられる。こ

の結果、安打が改正前と比べて12本増加し

ていたが、打率はほとんど変化がなかった。

逆に、防御率は１点近く向上していた。ま

た、二塁打が５割以上増加したことは注目

されたが、これは改正後のグラウンドのフ

ェンスまでの距離が約６ｍも広がったこと

によるものと考えられる。しかし、これは

本塁打を半減させた。増加が期待された三

塁打もそれほど多くはなっていなかった。

これら以外で注目されたのは、盗塁と三

振だった。第37大会の60盗塁が、第39回大

会では36盗塁と24盗塁も減少していた。投

球距離が長くなったことで走者にも有利だ

と思われるが、盗塁という危険性の高い作

戦ではなく、安打の確実性を考え、次の打

者の攻撃を期待した作戦が多用されたもの

とも思われる。また、三振数の増加に関し

ては、投手力が大幅に向上したとは考えら

れないことから、その理由を見いだすこと

はできなかった。

また、守備率にも大きな変化が見られた。

第37回の0.954から第39回には0.931と低下

していた。これは失策数の増加がもたらし

たものであり、１試合の平均失策数が２～

３程度だったものが、１試合平均4.60と４

以上になっていた。第39回の方が25失策も

多いことは、守備力の低下を示していた。

〈まとめ〉

女子ソフトボールのルールは2002年度か

ら大幅な改正が行われた。そこで、東海地

区大学（女子）ソフトボール１部リーグ戦

の試合を対象にして、ルール改正の効果に

ついて１年前のリーグ戦と比較検討した結

果、次のようなことが明らかになった。

1) 得点や打率には変化がなく、防御率は

向上するなど、投捕間が長くなって打者

に有利と思われた効果は、ほとんど認め

られなかった。

2) 盗塁数の減少・三振の増加・守備率の

低下など、チームの総合力に係わるデー

タに大きな違いがあった。

以上のことから、日本リーグ１部で認め

られたようなリーグ全体の得点の増加・打

率の向上・防御率の低下など、ルール改正

の効果はほとんど見出せなかった。また、

個々の選手に注目すれば、打率や防御率の

変化は向上した者もあれば低下した者もあ

るなどまちまちであった。これらのことは、

東海地区大学女子のソフトボールの競技レ

ベルによるものと考えられる。すなわち、

この競技レベルでは、ルール改正の影響よ

りも、選手の個人的な能力とそれが総合さ

れたチーム力の方がそれらの成績により大

きな影響力を持っているからと考えられる

からである。今回のルール改正は、それに

対する調整不足の面もあるが、発展途上の

選手たちにとっては、さほど大きな影響を

与えていなかったと考えるべきであろう。
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【報告】 全日本大学ソフトボール連盟

男子選抜チームニュージーランド遠征

全日本大学男子選抜チームは、大内団長（中京大学）・末井副団長（姫路工業大学）・

高橋監督（高崎経済大学）・田中コーチ（日本体育大学）・森田総務（兵庫教育大学）・

吉末渉外（園田学園女子大学／オセアニア交流協会）、および選手21名から編成され、20

02年２月７日～18日までの12日間、ニュージーランドに遠征を行った。

ゲームは９試合行われ、７勝１敗１分という好成績を修めた。また、選手はプレー面で

はもちろんのこと、２ヶ所でのホームステイなどを通じて様々なことを学ぶことができ、

大変有意義な遠征であった。以下に、簡単な結果と参加者からの遠征記を掲載する（学生

氏名の前の数字はUN 、学年は参加時のものである）。

第１戦 対 Hutt Valley under 19 10：１（勝）

第２戦 対 Wellington under 19 ４：２（勝）

第３戦 対 Hutt Valley / Wellington emerging players ３：３（分）

第４戦 対 Wellington Region Maori Team ０：12（負）

第５戦 対 Hutt Valley Colts ６：３（勝）

第６戦 対 North Harbour under 19 ７：２（勝）

第７戦 対 Mixcher North Harbour Senior 19：０（勝）

第８戦 対 North Harbour under 19 ６：３（勝）

第９戦 対 Auckland under 19 １：０（勝）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

選抜チームとチームワークについて

大内敬哉（団長・中京大学）

全日本大学ソフトボール男子選抜チームのニュージーランド遠征は2002年２月７日より

２月18日までの12日間でありましたが、役員・選手のご協力により、７勝１敗１分の成績

をおさめて全員無事に帰国できました。関係各位に心より感謝申し上げます。

ご承知のように、今日、世界のソフトボール男子チームで最もレベルの高い国であると

言われているニュージーランドに遠征し、試合を通して技術を習得することは、ソフトボ

ールの選手として夢であると信じます。この機会を下さいましたニュージーランドの協会

の皆様方に心よりお礼申し上げます。

今般の選抜チームは学連最強のチームではなく、私も一抹の不安を持って出発いたしま

した。しかしながら、今回の選抜チームは学年別、ポジション別にも、非常にバランスの

とれた素晴らしいチームでありました。ゲーム中は全選手一丸となり、チームプレイに徹

してよく頑張りました。上級生が他の選手に技術的なアドバイスをしているのもよく見受

けました。また、ゲームばかりでなく、毎日の生活においても、移動においても実に素晴

らしい仲間でありました。今後選抜チームの選手については、このようなバランスのとれ

たチームを編成しなければと痛感いたしましたと同時に、やはりＪＡＰＡＮの選手として
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の名誉と誇りが短期間で彼らを技術的にも人間的にも成長させたのではないかと想像いた

しました。本当に出発時と帰国時のチーム力は比較にならないほど強力になっていました。

このような機会があれば２年に一度位は男子チーム、女子チームとも海外遠征に参加さ

せるべく努力すべきであると思います。ノース・ハーバー協会の会長さんからも、「是非

ホームステイでよければ毎年来て下さい。」との言葉を戴いております。是非実現致した

く思います。最後になりましたが、今般の遠征に際し、献身的なお世話を賜りましたケビ

ン・ボールドウィン（ハットバレー）代表及びホストファミリー各位に重ねてお礼を申し

上げ、挨拶といたします。

さらなる発展が期待できるニュージーランド遠征

末井健作（副団長・姫路工業大学）

本学連第２回男子選抜チームのニュージーランド遠征は、初回以上の成果を上げること

ができたといえます。今回のニュージーランドは、アンダー19の選手で編成したチームが

大半でありましたが、対戦成績７勝１敗１分の好成績。この結果により、次回の遠征では

さらにレベルの高いチームと対戦できることが期待されます。

本学連チームは、高橋監督及び田中コーチの指導の下、杉田主将がリーダーシップをい

かんなく発揮し、各選手の自覚も明確でそれぞれが役割を果たし素晴らしいチームでした。

また、選手諸君はホームステイを通じてニュージーランドの生活を実体験したこと、日本

の文化を紹介できたことも今後の人生に活かしてください。後輩にその素晴らしさを伝え

てください。国際試合を通じて人との出会い、そして持続することの大切さを感じさせて

くれるニュージーランド、この遠征はさらに発展させていきたいものです。

温かく迎えていただいたニュージーランドソフトボール協会、ニュージーランド・マオ

リ・ソフトボール協会の皆様に心から感謝いたします。

ドラマ性を感じるチームに感動！

30．高橋伸次（監督・高崎経済大学）

２月９日のHutt Vally under 19との初戦、そのプレイボール直後の初球。トップバッタ

ーの橋口選手（中京大学）がフルスイングした打球は、フラフラとサードの頭を越えてレ

フト線にポトンと落ちた。相手の様子をうかがう考えなど微塵もない。ある意味で定石を

無視したこの思いきりの良さに、私は４年間の呪縛からストンと解放され、肩の力がスー

っと抜けていく自分を感じていた。

1998年のニュージーランド遠征では散々な思いをさせられた。ニュージーランドチーム

の豪快なスピードとパワーの前になす術もなく８戦全敗。ゲームを作ることさえ許しては

もらえなかった。それだけに、今回の遠征ではひとつでも多く雪辱を期したかったし、そ

の思いを強くするほどに大きくなる不安も自覚していた。ところが、そんなことはお構い

なしの初球フルスイング。「そうか、恐れをなしていたのは自分だけだったか‥‥」。

その後も、選手たちは実に伸びやかに、そして果敢なプレイを見せてくれた。そこには、

相互信頼を基盤としたチームとしての精神の安定があった。それを導いたのは、田中コー

チ（日本体育大学）であり、杉田主将や花田選手（ともに日本体育大学）、小島選手（関

西大学）、吉田選手（神戸学院大学）といった４年生ではなかったかと思う。彼らのリー

19

ウインドミル№６
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ダーシップと気配りによって、実に自然に意識の連携と役割分担が整理され、ゲームを作

っていくためのパラダイムがスムーズに確立されていった。したがって、急造チームとは

思えない空気とその流れを見ることができたし、ゲームごとに日替わりヒーローが生まれ

るドラマ性を感じさせるチームへと発展していった。

今回の遠征では、チームをマネージメントする立場にある私にとっても収穫の多い12日

間だった。個々の戦力だけでは計れないチーム力の大切さ、そして感動を改めて知ること

ができた。素晴らしい選手たちやスタッフと接する機会を与えていただいた大学連盟、ご

支援いただいた日本オセアニア交流協会、そして、ニュージーランドソフトボール協会や

現地でお世話いただいた皆様に心からお礼を申し上げます。

海外遠征の意義を実感！

31．田中徹浩（コーチ・日本体育大学）

この遠征で私が注目していたことの一つは、難しい時期（２月中旬）に体格、パワー共

に上回る世界トップクラスの外国人選手を相手にどれだけ選手が自らのソフトボールがで

きるかということでした。しかし、いざ試合になれば、物怖じする選手もなく体格こそ劣

っているものの力強さや集中力など、総合的には互角以上に渡り合えたと自負しています。

また、生活面でもホームステイで寝食を共に過ごしながら選手間でお互いを理解しあえた

こともこのような結果につながったのではないかと思い、またそれが試合に勝つことより

も大切なことではないかと確信しました。

最後になりますが、このような機会を与えて下さった関係者の先生方には一言では感謝

の意を述べることができません。今後もこの経験を礎にして日々精進していきたいと思い

ます。

Nice guy！ Good smile！

吉末和也（渉外・園田学園女子大学/オセアニア交流協会）

「日本の選手はすごく礼儀正しいね！みんなナイスガイだよ。」とニュージーランドソ

フトボール協会理事ケビン・ボールドウィン氏。「どういうところですか？」と聞いてみ

ると、「例えば、選手がベンチに座っていて、私が立っていると、ケビンさんプリーズと

言って席を勧めてくれるし、少しのことでもサンキュウ！サンキュウ！と感謝の気持ちを

示してくれます。ニュージーランドの若者には見習うべきことがたくさんあるよ。」と。

単純なことではありますが、国際交流に携わっていて久しぶりに日本人であることの誇り

を持ち直すことができました。遠征全体を振り返っても、「試合での勝負に対する情熱」

「チームメイトを励ます熱い心」「ホームステイを離れる際にあふれ出た涙」など、参加

選手から様々なことを感じ取れましたし、渉外担当者として選手・役員の笑顔を一杯見ら

れたことが何よりも嬉しく思っています。今後は、この経験を更に生かしながら、もっと

色んなことにチャレンジして自分の可能性を最大限に伸ばして下さい。

「国際交流」を十分に果たせた今回の遠征

森田啓之（総務・兵庫教育大学）

「総務」という肩書きで臨んだ今回の遠征。恥ずかしながら生まれてこのかた海外渡航
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経験がない私、さらに「男子の遠征は色々と気が抜けないよ」といった経験談を聞きなが

ら、正直なところ緊張と不安を抱えての出発だった。しかし、終わってみれば、学生達に

とっても私自身にとっても本当に有意義な経験をすることができたと胸を張って言うこと

ができる。

今回の遠征の趣旨の１つは、「国際交流を深める」であったが、この点でまさに大きな

成果を修めることができた。「異文化体験」が叫ばれる現在だが、「他文化を知って自国

の特徴が良く分かる」ということを参加者全員が実感できたのではなかろうか。例えば、

ソフトボールの根づき方の違い、あるいはマオリの方の持つ自民族に対するアイデンティ

ティの強さ、等々。最後にマオリの役員（Dannyさん）の言葉を借りて終わりとしたい。こ

のような出逢いを導いてくれた色々な人に感謝！（彼は「日本の祖先とマオリの祖先に感

謝」と言ってくれた）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ニュージーランド遠征で 〓初心の大切さ〓

25．杉田 剛（主将・日本体育大学４年・捕手）

今回の遠征では、ソフトボールの競技人口の多さ、レベルの高さを感じるとともに、一

方でホームステイでは貴重な体験をたくさんすることができたと思います。試合ではチー

ムが一つになり、一人ひとりが役割を果たし、私にとって最後の大学ソフトボールをいい

形で終えることができました。と同時に、ニュージーランドの選手達が心から楽しんでプ

レーする姿に、私は初心を思い出し、ソフトボールの楽しさを改めて感じることができま

した。もちろん、現地の人たちとの交流で関係する方々や家族の温かさを感じ、いい思い

出を作ることができたのは言うまでもありません。本当に得るものが多く、いろいろな意

味で勉強ができ、私の視野を広げてくれる遠征でした。

ホームステイ先での誓い

19．花田和也（日本体育大学４年・外野手）

私はこれまでに自チームで外国に遠征したことはあったが、「ホームステイ」は初めて

の経験だった。ＮＺ遠征ではもちろんプレイ面で多くの刺激を得ることができたが、その

意味で私にとって一番大きな成果は「ホームステイ先での交流」であった。本当に家族の

方々の温かさに感動した。特に２つ目のステイ先は、同年代(１つ下)の子がいて、言葉が

不十分ながらも夜遅くまで話し込んだ。そして、別れ際に「お互いの夢をかなえよう！」

と涙ながらに言い合った。私はまずは教員になることを目指して頑張っていきたい。今回

の経験を必ずや生かしていきたい。そして、いつの日か成長した姿で彼と再会したいと思

っている。最後に、このような機会をくださった関係するすべての方々に心からお礼を申

し上げたいと思います。

遠征に参加できてよかった！

24．小島郊正（関西大学４年・内野手）

今回のＮＺ遠征を通して私は様々な経験をすることができました。試合では初めて他国

のソフトボールを見ることができ、日本のレベルは世界に通用すると感じました。しかし、

ＮＺの選手の体の大きさには本当に驚かされました。はじめは不安であった“チームのま



22

平成14年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌

とまり”も試合をこなすにつれて良くなり、みんな楽しくプレーできたと思います。また、

ホームステイでは、片言の英語とジェスチャーを使っての生活は大変でしたが、私にとっ

て良い体験になりました。最後になりましたが、お世話になった先生方、本当にありがと

うございました。

日本のソフトボール界の発展のために

10．吉田智行（神戸学院大学４年・捕手/外野手）

今回のＮＺ遠征は、自分の人生においてとても意味のあるものになったと思う。初めて

外国のソフトボールに触れることができ、また大学の代表クラスを揃えたチームの中でプ

レーすることができたことは、これから先のソフトボール人生に大いに役立つはずである。

２ヶ所でのホームステイも、ホストファミリーの親切なもてなしに感激し、人の温もりに

触れることのできた貴重な体験となった。また、ＮＺのソフトボールの熱気や盛大さには

羨ましく感じたほどである。現在、日本のソフトボールは長引く不況とともに下降線をた

どっているが、今回のような遠征を体験することができた私達が、少しでも日本のソフト

ボール界発展のために役立てればと考えている。

環境の差

９．井前 穣（明星大学３年・外野手）

NZ遠征では様々な体験をすることができましたが、最も感じたことは、日本とのソフト

ボール環境の違いです。休日ともなれば、ボールパークには朝から地域の人々が集まり、

小さな子から大人たちまでがソフトボールを楽しんでいました。

このような光景を見たり試合に参加したりすることで、よりソフトボールが好きになり

ました。日本ではソフトボール人口がまだまだ少なく、その楽しさを知らない人が多いで

す。ですから、私もこれからソフトボールの楽しさを日本に広げて、この素晴らしいスポ

ーツと関わって生きていきたいです。

貴重な時間

１．桑名俊介（明星大学３年・投手）

ニュージーランドに行って一番感じたことは、ソフトボールを行う環境が日本とは違っ

ているということです。あちらでは、土日を始め平日でも５時に仕事が終わり、その後な

どに年間かなり多くの試合を行っているのです。それも、下は３歳ぐらいの子供から上は

５０歳ぐらいのおじさんまで男女問わず、みんな楽しんで試合を行っているのです。

私は、このような環境でソフトボールを楽しんでいけたらいいなと思いました。そのた

めにも教師になるという夢をかなえ、この遠征で体験したこと感じたことを子供たちに伝

えていけたらと思っています。この遠征に参加し、お金では決して買えない貴重な体験が

できて本当に良かったです。

ソフトボールを通して知りあえた仲間に感謝！

22．辻本真一（中京大学３年・内野手）

この遠征での第一印象は、参加したメンバー全員、ソフトボールが楽しくてしょうがな
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いメンバーなんだなということです。全国各地から集まったメンバーでしたが、チームと

してまとまるのはすごく早く、容易だったと感じました。それは、「メンバー全員が何か

を学ぼうと積極的で前向きだった」からだと思います。また、ニュージーランドの人達が、

すごく温かく歓迎して下さったお陰で、さらに多くのことを学ぶことができました。その

お陰で、僕達は非常に有意義な時間を過ごすことができました。この遠征で多くの人と触

れ合い、勉強できたことを感謝し、これからの自分の成長に生かしていきたいと思います。

私にとって「目から鱗」のＮＺ遠征

６．橋口智広（中京大学３年・外野手）

ソフトボールの本場、ニュージーランドへの旅は私にとって大変有意義なものとなりま

した。数々の試合を通して、チームの仲間や相手チームから学んだことがたくさんありま

した。今の自分に足りないものを実感することができ、まさに「目から鱗」といった感じ

でした。また、ホームステイを通して、異国の文化に触れることの楽しさも感じると同時

に、自分の英語力？［のなさ］を十分に試す？（痛感する）ことができました。このニュ

ージーランド遠征がこれからの自分のソフトボール人生にプラスになっていくように、今

後は今まで以上にがんばっていかなければならないと思っています。

自分にとってプラスになったＮＺ遠征

21．福井庸祐（中京大学３年・内野手）

私は、ニュージーランド遠征に参加してたくさんのことを学ぶことができた。選手の一

人ひとりを見ているだけでも、勉強になることが多かった。加えて、中京大学には監督が

いないために普段はなかなか指導されることがないが、今回の遠征では監督・コーチから

いくつもアドバイスをもらった。このように「指導される」ことが本当に自分にプラスに

なった。そのプラスになったことを、中京大学でのプレーにおいて是非生かしていきたい。

また 、チームメイトのみんなに言われたことの一つひとつを大切にしていきたい。今年は

大学最後の年、少しずつ成長して自分をもっと大きなプレイヤーにしたいと思う。

ＮＺ遠征に参加できたことを“自分の誇り”に

７．江越市作（同志社大学３年・内野手）

ニュージーランド遠征に参加させていただいて、私は様々なことを学ぶことができまし

た。まず、技術的な面に関してですが、代表のメンバーというのはさすがに全国から集め

られただけあって、非常にレベルが高く、そのスイングスピードやフィールディングは目

を見張るものがありました。その中で私自身もプレーすることによって、自分の技術を磨

くことができたのではないかと思います。また、ニュージーランドでは、ソフトボールが

国技ということもあり、非常に大切に扱っていただいたと思います。ホームステイ先では

慣れない英語を使ってのコミュニケーションでしたが、ゆっくり話していただくなどの配

慮もしていただき、不自由することもありませんでした。私はこの遠征に参加できたこと

を非常にうれしく思うと同時に、誇りに思います。これから先ソフトボールを続けていく

上で、この気持ちを忘れず、精進していきたいと思います。
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スポーツの原点

４．海江田智成（岡山理科大学３年・内野手）

今回のニュージーランド遠征に行き、多くのことに驚かされた。子供から大人、また男

女関係なく多くの人々がソフトボールを楽しんでいた。土曜日にボールパークへ行くと、

ソフトボールをしている多くの人々がいるのである。また、試合をする中で彼らが本当に

ソフトボールを楽しんでいるように見えた。それと同時に、勝負に対する真剣さ、ボール

に対する集中力には一瞬恐怖さえ感じるほどだった。このように我々と現地の人々の意識

の違いは少なからず感じることができた。また、この遠征で最も感じたことは、「人と人

とのつながり」である。スポーツの中で、多くの人々と触れ合えたことを幸せに感じてい

る。NZの人々、日本チーム、スタッフに出会えたこと、何かスポーツの原点に帰ったよう

な気がした遠征だった。

成 長

51．藤本孝徳（岡山理科大学３年・内野手）

私の遠征での目標は、高いレベルの中に身を置き、知識や技術をしっかり吸収すること、

ホームステイを通じて異文化を知ることだった。試合では、体格とパワーの違いを見せつ

けられた。彼らが生み出す力強いスイングには迫力があり、日本ではなかなか見ることの

出来ないものだった。ただ、細かいプレー面では日本が勝っていたと思う。やはり相手に

合わせずにいかに自分達のプレーをするかが大切であって、その単純なことが最も難しい

ことだと実感した。ホームステイでは英語に苦労し、自分の考えを伝える難しさ、コミュ

ニケーションの大切さを日本にいる時以上に痛感する貴重な体験もすることができた。遠

征での経験をいかし、常に目標を立て何事にもチャレンジ精神をもって望みたい。

経験の玉手箱

５．藤原祐介（広島大学３年・外野手）

私はこのＮＺ遠征において、「ニュージーランドのソフトボール事情」とホームステイ

を通じての「異文化理解」をテーマ（目標）として本遠征に臨んだ。実際、遠征中の試合

等での交流の中で、ニュージーランドにおいて、ソフトボールの技術の高さ、日本との価

値観の違い、そしてニュージーランドという国の社会・文化・歴史、それらに対する他の

英語圏や日本との比較などを理解することができた。また、日本のチームメイトとの親交

も深くなれたり、現地のホストファミリーや選手とも離れがたい関係になるほど親しくな

れたりした。私は、本遠征が私のソフトボール人生、そして人生の思い出として一生忘れ

られないものになるに違いないと確信している。

ニュージーランド遠征を振り返って

18．中尾太一（福岡大学３年・投手）

私は、この遠征で、ソフトボールの奥深さや語学、ニュージーランドの歴史から生活な

どについて様々なことを学びました。ホームステイ先でも、最初は言葉がうまく通じるか

不安で心配でしたが、ホストファミリーが親切に教えてくれ、またこちらの言うことを理

解してくれたので生活に支障はありませんでした。たとえ言葉が国によって違っても、気
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持ちが通じれば話せるんだということが私の中で一番大きく感じたことでした。そして、

ソフトボールでは技術面でたくさんの指導をしていただき、自分のソフトボール人生にと

って最高の勉強になりました。１２日間引率してもらった先生方に大変感謝しています。

これからも機会があればニュージーランドに行こうと思います。

様々な人との素敵な出逢い

16．織方勝美（福岡大学３年・投手）

この遠征に出発する前は、期待とともに多少の不安がありましたが、ホームステイも楽

しく過ごすことができ、試合でも先生・先輩方に引っ張っていただいたおかげで好成績を

残すことが出来ました。言葉や文化の違う国での生活にはじめは戸惑いもありましたが、

ホストファミリーはとても親切に気遣いをしてくれ、試合の合間には一緒にＴＶを観たり、

外へ出掛けたりと楽しい時間を過ごせました。日本のチームも選抜チームでありながら、

とてもチームワークがよく、まとまりのあるいいチームでした。最後に役員や監督・コー

チをはじめとして多くの方々に支えて頂き、無事に遠征を終えられたことに感謝し、同時

に今回の経験を是非とも今後に活かしていきたいです。

ソフトやっててよかった！！

20．四方鉄也（神戸学院大学２年・投手）

日本ではまだ肌寒い中の真夏のＮＺへの遠征は、体も心もとても熱くなれました。ＮＺ

の景色、空気、ソフトボールに対する情熱、そしてホームステイ先の人の温かさには感動

しました。私がこの遠征で最も驚いたのは、ソフトボールというスポーツを通じて、日本

中から集まったお互い顔も知らない選手が、すぐにチームを組んで、ずっと前からチーム

であったかのようなチームワークを発揮し、勝利を重ねたことです。最初は目を合わすこ

とができなかった選手同士が、最終日には肩を組んで写真を撮っていました。ソフトボー

ルの技術もこの遠征で勉強になりましたが、仲間がたくさん増えたことが、私の最大の収

穫でした。日本では敵同士だけど、顔を見たらまたＮＺ話に花を咲かせたいです。

ＮＺ遠征の思い出

23．太田順也（福岡大学２年・捕手/外野手）

このＮＺ遠征を通して学んだことは、チームが一丸となることの大切さである。自分達

の大学のチームでは一丸となることは容易だが、この選抜のチームでうまくやっていける

か当初は心配だった。しかし、自分が思っている以上にまとまっていたと思う。試合を通

して思ったことは、まず体つきが一番印象に残っている。日本人選手と比較しても分かる

ように、子どもと大人という感じがした。本当にパワーには圧倒された。いざ試合をして

みると、自分達のチームは７勝１敗１分と好成績を残すことができた。後半は怪我をして

あまり試合に出場できなかったが、ベンチから見ていて我ながらすごいチームだと感じた。

これからはみんな敵同士なので、負けないように練習したいと思う。この遠征に参加して

本当によかった。
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ＮＺでの経験

15．知念大紀（国際武道大学１年・DR/外野手）

NZ遠征では初めての経験が多かったのですが、まずチームメイトとも仲良くなれて楽し

かったです。チームの成績も7勝1敗1分と良い結果が残せました。私は、守備やバッターと

してはあまり試合には出ていませんが、DRとしてほとんどの試合に出ました。DRとは、守

備やバッターとしては出場できないのですがランナーとしては何回も代走みたいな形で出

場できるというNZのルールによるものです。走ることしかできないのですが、とても意気

に感じて楽しくできました。試合を通してNZの人達ともいっぱい交流することもでき、ホ

ームステイでもホストファミリーといい日々を過ごせて、とてもいい経験・いい思い出に

なりました。感謝！

スポーツの原点～「力強さ」と「楽しむ」こと～

12．岡田 光悦（学習院大学１年・外野手）

今回のニュージーランド遠征では実に様々なことを学びました。その中でも特に自分の

中で印象に残ったのは「力強さ」です。ＮＺのピッチャーはどんどんストライクをとりに

きますし、バッターも思いきって振ってきます。力と力の勝負を見ていると、改めてソフ

トボールが力のスポーツだと認識しましたし、自分もこういう力のあるバッターになりた

いと心底憧れを抱きました。また、ＮＺの選手の楽しそうにプレーする姿はスポーツマン

として見習うべきことだとも思いました。「力強さ」と「楽しむ」こと、この２つに自分

はスポーツの原点を見い出したように思えます。

“非”日常的な経験の大切さ

14．由田良一（兵庫教育大学１年・内野手）

今回の遠征で、僕はこれまでにない程のいい経験をさせてもらった。レベルの高い人達

と共にプレーしたことで、いいプレーを近くで感じることができ、いい意味でのプレッシ

ャーを感じながらプレーすることができた。また、ホームステイでは、全く日本語が通じ

ない所に初めておかれて最初は戸惑ったが、徐々に慣れ、最後にはある程度聞き取れるよ

うになった。こういった経験は、「普段の生活」ではまず出会うことがないものゆえ、こ

の遠征に参加できたことは、ソフトボール以外においてもすごくよかったと感じている。

この経験を大学でのソフト部としての活動はもちろんのこと、将来、自分の夢である教職

に就いた時にも少しでも役立てられるようにと思っている。

ＮＺ遠征で取り戻せた「初心」

11．浦野将喜（福岡大学１年・内野手）

私は、今回の遠征に参加させてもらって、本当にありがたく思っています。今までチー

ムの主軸になってプレーするほうが多かったのですが、いざこのチームに入ると自分がま

だまだ小さな存在だと気付きました。そのため最も私自身が見失いかけていた「初心」を

改めて取り戻すことが出来ました。この遠征は、これからの私のソフトボール人生におい

て大きな自信になるでしょう。最後に色々とお世話して下さった先生方、本当にありがと

うございました。これからも頑張ります。



「スポーツが『文化』として根づく」ということ

～ニュージーランドのスポーツを肌で感じて～

森 田 啓 之（兵庫教育大学）

●はじめに

平成14年２月７日～18日までの12日間、私は全日本大学ソフトボール連盟による男子選

抜チームのニュージーランド遠征に総務として参加した。ところで、私は大学で「体育・

スポーツ」領域に所属している。学生の授業やクラブ活動に関わりつつ、「身体教育やス

ポーツの意味・意義」という側面に興味・関心を持って研究してきた。最近では、「地域

総合型クラブをつくろう！」という動きに関心を寄せている。「ヨーロッパのようなスポ

ーツクラブを日本の地域に！」というＪリーグの究極の理念をご存知の方も多いであろう。

このスポーツクラブに関わって、「日本では『スポーツ文化』が育っていない」とよく言

われるが、スポーツクラブ先進国であるＮＺでは、スポーツが生活の中にどのような形で

溶け込んでいるのかを直接見聞きし、肌で感じてみたいというのが、今回の個人的な楽し

みでもあった。

●コミュニティで年間通じてリーグ戦？

我々の親善ゲームは主に平日７時頃より開始されたが、選手達がアップ（準備運動）を

していると、そのグランドに５時半頃からぞろぞろと人々（もちろん対戦相手ではない）

が集まってくる。子どもから大人に至るまで。「何の集団だろう？」と考えていると、お

もむろにキャッチボールが始まり、両チームの人数が揃ったところでゲーム開始。一つ一

つのプレーに対して歓声が上がり、年齢や男女を問わず嬉々としてプレーをしている。

「本当に『遊び心』があるなあ」とつくづく。日本人ならゲームといえば、勝敗がまず目

の前にちらついて、一生懸命になりすぎて‥‥。

まさに、ＮＺの人は「スポーツの本当の楽しみ方を知っている」「教育としてスポーツ

を展開してきた日本とはやはり違う」「これこそがスポーツの原点だ」等々、色々なこと

が頭の中をよぎった。聞けば、このような対戦は「コミュニティー・リーグ」として地域

対抗で年間五、六十試合が行われるという。もちろん平日の夕方にも関わらず大人も集ま

れるという、日本人には羨ましい状況（ＮＺでは残業なるものがあまりないらしい）があ

るにせよ、この全く異なる光景に遭遇し戸惑いとともに、「ああ、これこそ生活に根づい

たスポーツなのだ」と嬉しい思いがした。

●セブンスVS冬季オリンピック

滞在したハットバレイの隣の首都ウエリントンでは、７人制ラグビー（セブンス）の世
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界大会が行われていた。ちょうどその時は冬季オリンピックが開催されている時期でもあ

ったが、驚いたのは、新聞やテレビでのオリンピックに対する関心の低さ、それに対する

セブンスへの関心の高さであった。確かにＮＺから参加している選手がそう多くはないに

せよ、世界のスポーツ祭典・オリンピックなのに？と思う私がズレてるのだろうかと思う

ほど。たまたま現地に滞在していた日本人に聞くと、休日は多くの家族は一日中このセブ

ンスを見ながらスタンドで過ごすということだった。ラグビー、クリケット、そしてソフ

トボールに対する彼らの思い入れは、自分たちのアイデンティティと不可分なのだ。まさ

に自分たちの存在や生活と切っても切り話せないものとして、それらのスポーツは位置づ

いていることが分かった。

●おわりに

今回のＮＺでの経験とわが国のスポーツ事情を考え合わせてみたとき、ヨーロッパのよ

うなスポーツライフやスポーツ観を日本に作り上げていくことは、一筋縄なことではない

と痛感した。「地域スポーツクラブ」という「形」を作ることは、敢えて言えば簡単なこ

とである。しかし、最も大切なのは、そこに関わる人々の「意識」であろう。スポーツを

教育と結びつけてきた従来の日本的考えから脱却して、「生活を豊かにする一つのアイテ

ム」としてスポーツを捉えるという見方や関わり方を一般的なものにすること、それが日

本に「スポーツを『文化』として根づかせる」ために、まずすべきことだと強く感じた。

その他にスポーツ以外でも、ここでは語り尽くせない程の印象的なことが多かった。是非

ともまた訪れてみたい。ニュージーランドは最高！！

「オセアニア」No.67（2002前期号），日本オセアニア交流協会発行 より転載
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ニュージーランド遠征日程

遠征の目的は、全日本大学ソフトボール連盟加盟男子大学から20名の選手を選抜し、世

界のソフトボールで最もレベルが高いと言われているニュージーランドに訪問し、交流試

合やホームステイを通じての人的交流・親睦を深め、その技術向上を目指すものである。

これにより、大学の枠を越えた学生交流の充実、国際交流及び相互理解を深めることを目

的とする。また、行程は次のとおりであった。

日 日付 都 市 名 現地時間 交通機関 行 程 宿泊

１ ２/７ 関西国際空港 18：15 NZ－98 空路、オークランドへ 機中泊機

オークランド 09：05

２ ２/８ オークランド 11：30 NZ-427 空路、ウェリントンへ Home Stay

ウェリントン 12：30

３ ２/９ ハットバレイ ダブルヘッダー Home Stay

４ ２/10 ハットバレイ ダブルヘッダー Home Stay

５ ２/11 ハットバレイ 終日：自由行動 Home Stay

６ ２/12 ハットバレイ ダブルヘッダー

７ ２/13 ロトルア バス ロトルアへ

８ ２/14 ロトルア ロトルア観光 Hotel

９ ２/15 オークランド バス オークランドへ Home Stay

10 ２/16 オークランド ダブルヘッダー Home Stay

11 ２/17 オークランド ダブルヘッダー Home Stay

オークランド 09:30
12 ２/18 N-97 帰国

関西国際空港 16:55



文部科学大臣杯第37回全日本大学男子ソフトボール選手権大会
会期：平成14年８月10日(土)～８月12日(月) 予備日８月13日（火）

会場：京都府宇治市山城総合運動公園（太陽が丘Ａ・Ｄ）

京都府宇治市府民スポーツ広場（みどりが丘Ｇ）

城陽市総合運動公園（Ｈ）

大会概要

力と力のぶつかり合う投打、スピードとスリルに富んだ走塁は地元ファンを大いに湧か

せた。また、初日の夜は恒例の宇治市花火大会が行われ、7000発が華麗に夜空を彩り歓迎

してくれた。

結果は、日本体育大が25回目の優勝で３連覇を成し遂げた。準優勝は立命館大、第３位

は早稲田大・国士舘大であった。来年以降はこれらに加え、九州産業大、神戸学院大、中

京大、関西大、福岡大、沖縄国際大、東海大などの奮起を期待したい。

さて、１回戦16試合は大差の試合が多い中、中京大と東海大は５本の本塁打が飛び交う

中、中京大にタイブレイクで逆転サヨナラ３点本塁打があり、スタンドが盛り上がった。

第２回戦では、国士舘大が11本塁打を含む34－１で京都大を破った試合で、最多得点を

はじめ、いくつかの新記録が生まれた。

第３回戦では、日体大高橋投手と早稲田大石橋投手が完封、立命館大と国士舘大は打線

が爆発して大勝。それぞれ特徴を出して準決勝に駒を進めた。

準決勝では、早稲田大は石橋投手の不調から、日体大に序盤早くも９点を奪われて大勢

が決した。また、立命館大は国士舘大を萩原の本塁打１本の１点に抑えて快勝した。

決勝戦は、日体高橋、立命館尾山、両投手の拮抗した力投で、優勝をかけるに相応しい

緊迫した展開。日体大は５回、一死満塁の好機に岡が一塁強襲安打、二者生還し、これを

守りきって優勝。（記録長 小山光弘）

主な記録・印象に残った選手

国士舘大が、１イニング６本塁打、「１試合・１チーム」の最多安打32、最多得点・打

点34、最多本塁打11、最高打率.762など数々の新記録を作った。

選手では、日体大坂井貴之と国士舘大本郷一昌がともに15打数12安打の打率８割という

驚異的な豪打で他の追随を許さない好成績を残した。

投手では、日体大の高橋流星が３試合３勝、防御率0.70で、打の坂井貴之、小野洋平と

ともに優勝に大きく貢献した。また、立命館大の尾上秀文は防御率1.50という好成績を残

すとともに、打率も５割で長谷川修二、小原直樹とともに準優勝への立役者となった。

なお、男子大会の本塁打総数は77本であった。（記録長 小山光弘）

大会総評

終わってみれば、「大人のチーム」ともいうべき日本体育大学の危なげない３連覇という印

象を持たずにおれなかった。それを象徴するのが初戦の熊本学園大学との試合であった。日体

大は初回に先制したものの、じわじわと追いつかれてついに４回に逆転を許した。しかし、日

体大は慌てることなく一気加勢に後半にゲームを決めた。「自信」に裏付けられた存在感が他

チームの追随を許さないといった感じであろうか。また、決勝で敗れたものの立命館大学は少

人数ながら好ゲームを展開し、地元のチームとしての意地を見せてくれた。

全体を総括して感じるのは、ここ数年、東京勢（日本体育大学・国士舘大学・早稲田大学な

ど）の勢いが目立つことである。大会が一層盛り上がるためには、出場数の多い近畿、九州地

区を中心に他地区の一層の奮起を是非とも望みたい。その条件を挙げるならば、一にも二にも

「投手力」ではないだろうか。各チームのエースのこの冬での変貌に大いに期待しながら、来

年の大会を楽しみにしたい。（近畿地区常任理事 森田啓之）
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大会結果

１．日 本 体 育 大 学 ９
12

２．熊 本 学 園 大 学 ３
３

３．東 北 大 学 ０
１

４．九 州 産 業 大 学 10 日本体育

５．常 葉 学 園 大 学 ５ 16
１

６．広 島 経 済 大 学 ６
１

７．明 星 大 学 ０
11

８．神 戸 学 院 大 学 13
２

９．早 稲 田 大 学 11
５

10．岡 山 大 学 ０
５

11．東 海 大 学 10
１

12．中 京 大 学 11 ３

13．国 際 武 道 大 学 13 早稲田
３

14．九 州 東 海 大 学 ３ 日
０

15．関 東 学 園 大 学 ０ 本
５

16．大 阪 経 済 法 科 大 学 ９ 体

17．中 央 大 学 ５ 育
１

18．四 国 学 院 大 学 ２ 大
８

19．富 山 大 学 ４ 学
15

20．立 命 館 大 学 21 立命館

21．福 島 大 学 ２ ４
11

22．福 岡 大 学 ５
４

23．学 習 院 大 学 ３
０

24．広 島 修 道 大 学 １
０

25．中 京 学 院 大 学 ５
０

26．京 都 産 業 大 学 ９
０

27．城 西 大 学 ５
４

28．松 山 大 学 ２ １

29．東 京 大 学 13 国士舘
１

30．京 都 大 学 14
11

31．龍 谷 大 学 ３
34

32．国 士 舘 大 学 ８
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決勝戦の結果

立命館大学：０００００００ ０ （立）●尾上－緒方
日本体育大学：００００２０Ｘ ２ （日）○高橋－小野

立 命 館 大 学 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回

（一）３片岡 一人 三 振 三ゴロ 三 振 左前打

（二）８春日健太郎 投ゴロ 三 振 中前安 投ゴロ

（三）９尾崎 和登 三 振 Ｄ 右前打 投 飛 三 振

（四）６河北 秀隆 二内安 Ｐ 投ゴロ 投ゴロ

（五）５田中 省次 投 飛 三 振 三 振

（六）２緒方 宏信 二 飛 三 振 三 振

（七）７長谷川修二 三 振 捕邪飛

（八）１尾方 秀文 中前打 左 飛

（九）Ｄ小原 直樹 三 振 左 飛

DH守備４小林 傑

国 士 舘 大 学 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回

（一）６津本 大貴 左前打 右 飛 四 球（本塁憤死）

（二）３岡 巧 三犠バ 三 振 一強安

（三）４坂井 貴之 三 振 中前打 三 振 三ゴロ

（四）２小野 洋平 三ゴロ 右前打 右 直

（五）Ｄ勝呂 昌宏 Ｄ 三遊安 三 振 三 振

（六）５野須 康宏 Ｐ 三 振 中 飛

（七）１高橋 流星 三 振 遊ゴロ

（八）７宮川 道隆 三 振 三内安

（九）９杉山 浩之 三 振 一バ安

DH守備８平岩 元気

戦評：日本体育大学三連覇達成！

日体大は５回宮川の三塁横安打で出塁すると、続く杉山が見事な一塁手前へのバント安

打、次の津本は四球で出塁、一死満塁のチャンスに、岡が一塁強襲ヒットで二者生還、こ

れが決め手となった。

立命館は出塁するも後続が断たれて涙をのんだ。

また、両校の投手とも毎回奪三振という優勝戦に相応しい試合であった。優勝は逃した

ものの、部員数12名の立命館大学の健闘を称えたい。（記録員 尾松久美子）

な に く そ と 思 え

日本体育大学男子ソフトボール部主将 岡 巧

2002年、文部科学大臣杯第37回全日本大学ソフトボール選手権大会が８月９日から12日

の４日間、京都府宇治市・山城総合運動公園で開催された。私にとって、今年のインカレ

というのは、以前から常に三連覇を意識し、目標としてきた大切な大会であった。その為、
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大会が近づくにつれ、不安と心配な気持ちが入り交じり、毎日の練習にもいつも以上の力

が入った。

周囲からは、勝って当たり前の強いチームだと言われていたが、私たちは負けた時の悔

しさという気持ちの大切さを忘れないようにして、“なにくそと思え”とメンバーに教え

てきた。

今年の４年生は、３名という少なさということもあり、チーム全体をまとめていくのが

とても困難であると感じたこともあった。しかし、その時々でぶつかり合い、お互いの気

持ちを大切にメンバー同士の信頼を高め、それぞれのモチベーションを高めていった。そ

して、先輩から受け継いだ礼儀とマナーを常に忘れることなく、日体大生としての自信と

誇りを持ち、試合に挑めたらと考えていた。

このチームは、昨年秋のリーグ戦では準優勝、関東大会では惜しくも３位という成績で

終わった。この時、頂点に立つということがどれほど難しいことかということを痛感した。

私の頭の中で「くやしい」という文字が消えず、この時“なにくそ”と強く感じ、インカ

レへ向けての出発となった。

インカレ初日、対熊本学園大学戦、私たちは力が入りすぎていたのか、困難な試合とな

った。しかし、メンバーを信じ、そして、自らを信じ、勝利を勝ち取ることができた。そ

こから波に乗り、日体大らしい打線、形になってきて、一戦一戦勝ち進むことができた。

しかし、決勝戦は、お互い気持ちに隙を見せなかったのか、なかなか点につながらず、も

どかしい試合となった。しかし、私たちのチームが持つ勝利を強く思う気持ちと、鍛え上

げた忍耐力があったためか、今回のインカレでは、日体大独自のパワーを十分に発揮でき

た大会となったことが、私たちにとって何よりの宝物となりました。そして、仲間との信

頼、応援して下さっている方々への感謝の気持ちを今一度胸に受け、優勝旗を手にできた

ことが幸せでした。

男子大会打撃ベスト５（規定打席数12以上）

左 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 本 試
選 手 名 大 学 名 塁 打撃率

打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 打 合

４ 坂井 貴之 日本体育 19 15 12 10 14 １ ３ ・ ２ ２ ５ ５ ８００ ５

○ ４ 本郷 一昌 国 士 舘 16 15 12 ９ ９ ・ １ ・ ・ ２ ３ ３ ８００ ４

２ 鈴木 和仁 早 稲 田 13 13 ８ ５ ５ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ６１５ ４

２ 小野 洋平 日本体育 19 18 10 ６ ９ １ ・ ・ １ ２ ３ ３ ５５６ ５

１ 尾上 秀文 立 命 館 15 14 ７ ５ ８ ・ １ ・ １ ・ １ ３ ５００ ５

男子大会投手成績（規定投球イニング20以上）

左 打 打 被 失 自 被 与 奪 被 投 防 勝 負
選 手 名 大 学 名 回 者 安 責 犠 四 三 本 球 御 試 試

投 数 数 打 点 点 打 死 振 打 数 率 合 合

高橋 流星 日本体育 20 74 70 ９ ４ ２ １ ３ 26 ・ 264 0.70 ３ ０

尾上 秀文 立 命 館 28 117 97 23 ８ ６ ６ 14 33 ３ 458 1.50 ３ １

石橋 光雄 早 稲 田 22 96 85 18 16 ９ ３ ７ 29 ３ 373 2.86 ３ １



















文部科学大臣杯第37回全日本大学女子ソフトボール選手権大会
会期：平成14年８月10日(土)～８月12日(月) 予備日８月13日（火）

会場：京都府宇治市山城総合運動公園（太陽が丘Ｂ・Ｃ）

京都府宇治市府民スポーツ広場（みどりが丘Ｅ・Ｆ）

大会概要

競技は８月10日から山城総合運動公園を主会場に４つの球場で午前９時一斉に開始され

た。大会期間中連日35℃を越える猛暑が続き、その上雷雨にも見舞われて一時試合を中断

することもあったが、概して日程は順調に消化された。

競技は、淑徳大学（関東）を延長11回逆転で降した東京女子体育大学（推薦）、日本体

育大学に勝利した西日本の覇者大阪国際大学を倒した園田学園大学（近畿）、地元立命館

大学に僅差の１：０で勝った東海学園大学（東海）、東海大学と長打の応酬の末に打ち勝

った龍谷大学（近畿）の４チームが準決勝に駒を進めた。

準決勝は、東京女子体育大学と東海学園大学がともに本塁打の威力を見せつけるととも

に、中村（東京女子体育大）・宮本（東海学園大）が完封し、両校が決勝戦で対戦するこ

とになった。決勝戦は、東京女子体育大学が序盤のピンチに耐えて６回裏に貴重な１点を

たたき出し、５連覇の偉業を達成した。

東京女子体育大学の吉野監督は、昨年までの大投手増淵の抜けたことについて「柱がな

いネ・・・」と話していたが、その柱のない中での優勝はまさにお見事と言わざるを得な

い。試合後勝因はという問いに「この力ですよ。」とベンチ入りできなかった部員と応援

に駆けつけた保護者の皆さんを指差して目を細めていたのが印象的だった。一方、敗れた

東海学園大学の藤倉監督代行は、優勝の喜びにわく東京女子体育大を悔し涙で見る選手を

温かく見つめながら、「この場面を見ていますから、来年はきっとやってくれるでしょ

う。」と早くも来年の雪辱に向けての決意を胸に秘めている様子だった。

ところで一時期、大学生の選手諸君の試合態度やマナーについて問題があるといわれた

ことがあったが、今大会は総じて良好でこれらの問題に一定の改善が図られていることを

伺わせ、学連関係者のご努力が実を結びつつあるものと敬意を表したい。また、大会成功

のために全力を挙げて取り組んだ京都府ソフトボール協会の方々のご努力に心から御礼申

し上げる次第です。

大学生諸君は、将来日本のソフトボール界の指導者としてその力を発揮するためにも、

こうした多くの人々の力に支えられて大会が運営されていることを心に深くとどめておく

ことが必要であろう。

最後に、本大会はルールの改正で投本間の距離が長くなってからの初めての全国大会で

あったが、総じて各チームとも投手力の強化に努力されて成果が現れていたように見受け

られた。しかし、不用意に甘い球を投球すると一発長打を浴びることがあり、それが勝敗

を決定づけた試合も多くあり、バッテリーの細心の注意がより一層重視されることが顕在

化した大会でもあった。（記録長 佐藤健三）

大会総評

悠久の歴史に育まれた京都の土地で、本年度の大学日本一が24チームによって争われた。
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本大会の注目点は、東京女子体育大学の５連覇達成か、大会前に行われた東日本インカレ

・西日本インカレの優勝校である日本体育大学、大阪国際大学がどういった戦い方をする

のか、さらには、本年度ルール改正により、投球距離が92cm長くなり13.11mになったこと

が試合にどう影響したのかである。

試合結果は東京女子体育大学が優勝し、見事に５連覇を達成した。増淵投手（現デンソ

ー）を擁し４連覇した時代とは違い、今年の優勝はチーム一丸となって戦った結果であり

東女体にとっては大きな意味があるだろう。準優勝の東海学園大学は、昨年度初出場でベ

スト８、今年は準優勝と止まるところのない勢いである。今後の活躍が楽しみなチームで

ある。３位は、日体大を破り波に乗る大阪国際大学をタイブレーカーの末倒した園田学園

女子大学、昨年度準優勝の東海女子大学に勝ち勢いに乗った龍谷大学であった。また、ベ

スト８には西日本勢が５大学、東日本勢が３大学と、近年、西日本勢の活躍が目立ってき

ている。投球距離が長くなり試合に影響を及ぼした点については、３点以上得点し勝利し

た試合が23試合中19試合と、昨年までとは明らかに違い、打者有利の結果であった。来年

以降、各チームの対応が楽しみである。（近畿地区常任理事 久保田豊司）

大会結果

１．東 京 女 子 体 育 大 学 ７

２．中 京 大 学 12 ６
０

３．信 州 大 学 ０ 東女体

４．神 戸 親 和 女 子 大 学 ２ ５
10

５．淑 徳 大 学 ３ ５

６．中 京 学 院 大 学 ０
１

７．日 本 体 育 大 学 １

８．大 阪 国 際 大 学 ６ ５
３

９．国 士 舘 大 学 ０ ０ 東

10．愛 媛 女 子 短 期 大 学 14 園田女子 京
１

11．桜 花 学 園 大 学 ３ ６ 女

12．園 田 学 園 女 子 大 学 ３ 子

13．東 海 学 園 大 学 ２ 体

14．鳥 取 短 期 大 学 ０ １ 育
１

15．仙 台 大 学 ３ 東海学園 大

16．立 命 館 大 学 ９ ３ 学
18

17．日 本 女 子 体 育 大 学 ４ ０

18．岡 山 大 学 ０
０

19．東 海 大 学 12

20．福 岡 大 学 ３ ４
２

21．新島学園女子短期大学 ４ ０

22．龍 谷 大 学 10 龍谷
１

23．東 京 学 芸 大 学 ０ ８

24．東 海 女 子 大 学 ０
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決勝戦の結果

東 海 学 園 大 学：０００００００ ０（海）●宮本－乾
東京女子体育大学：０００００１Ｘ １（京）○中村－谷合

東 海 学 園 大 学 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回

（一）７衣笠 久美 四 球 三 振 遊ゴロ

（二）６高山 奈弥 三前バ 中前安 遊ゴロ

（三）８土橋 佳代 内野安 遊ゴロ 遊ゴロ

（四）１宮本 直美 二ゴロ 中 飛 三 振

（五）３上野 真由 遊ゴロ 右 飛 遊ゴロ

（六）５松尾 美保 遊ゴロ 二ゴロ 中 飛

（七）９上小薗実希 三バ安 二ゴロ 投ゴロ

（八）４内山 陽子 遊ゴロ 遊ゴロ

（九）２乾 絵美 二 直 四 球

東京女子体育大学 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回

（一）４佐藤 理恵 一邪飛 左 飛 左中2B

（二）７木須かおり 三ゴロ 遊ゴ失 三 振

（三）８古渡 美奈 三 振 遊 飛 一ゴロ

（四）Ｄ藤川紗矢香 右 飛 三 振 右越2B

（五）②谷合美智子 遊ゴロ 右前安 捕犠バ

Ｒ藤原 智子 塁上死

（六）４宮下 絵美 四 球 遊内安 三 振

（七）９太田真紀子 死 球 遊ゴ失 左前安

９道音 貴子

（八）⑤竹野 友貴 右 飛 右 飛

Ｈ野崎 美希 三 振

（九）３稲垣 彩子 三 振 一ゴロ

DH守備１中村 祐子

戦評：東京女子体育大学５連覇成る。

東京女子体育大学は、６回先頭藤川が２塁打で出塁したのを宮下が犠打で手堅く送り、

太田の左前安打で１点を取り守りきった。

東海学園大学は、１～３回に安打で出塁するも後続なく、得点することができなかった。

７回にはあわや中堅越えの長打という飛球を中堅手のファインプレーで阻まれ、涙を呑ん

だ。（記録員 村瀬佳代子）

５ 連 覇 へ の 想 い

東京女子体育大学ソフトボール部主将 佐 藤 理 恵

８月９日から４日間にわたり京都府宇治市で開催された文部科学大臣杯、第37回全日本
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大学女子ソフトボール選手権大会に於いて５連覇を達成することができました。

平成10年第33回大会に１年生増淵投手が、日体大、高山投手と投げ合い優勝して以来４

年連続優勝を遂げてきましたが、チームの核が抜けた今年は、投捕間が12.19ｍから13.11

ｍに、フェア地域の半径が60.96ｍから67.06ｍにルールが改正されるなど、打撃有利なソ

フトボールの展開になることが予想される中、私たちはシーズンを迎えるに当たって守備

力の強化と打撃の向上を目指し、冬の練習に取り組んできました。守備においては、基本

練習を繰り返し、正確さと１球に対する執着心を養い、また打撃では筋力アップを図りな

がら例年になく数を打ち込みました。シーズン入りしてからは、新チームとしての試合経

験の少なさを補うために試合を想定した実践練習を増やし、また、練習試合を多く積みま

した。

私たちのクラブは部員数が多く、選手間に競争心が沸き、それがチーム全体のレベルア

ップにもつながっています。また、１人の失敗をチーム全体のこととして捉え、選手同士

がお互いに指摘しあいながら向上を図るように努めました。常に自分にプレッシャーをか

け、それを乗り越え、そして自信につなげることによって精神的にも強くなりました。そ

れらの過程があったからこそ「インカレ５連覇」という目標を達成できたのだと思います。

ユニフォームを着て試合に出場した選手、そしてスタンドにいる選手それぞれが「自分が

やるべきことは何か」を十分に自覚し、全員がそれを果たした結果が「優勝」に結びつい

たと思います。インカレが近づくにつれチーム全体の志気が高まっていき、選手は心身共

にベストな状態で試合に臨むことができました。今年の夏は格別な暑さでしたが１年生投

手の中村が４連投とよく投げ抜き、頑張ってくれました。また、打撃においても各自がそ

れぞれの役割をきちんと果たし、私たちが理想としているゲームができました。今後はこ

の結果に満足することなく、更に精進していきたいと思います。

最後に連日暑い中をご声援いただいた卒業生や家族の皆様方に感謝をしたいと思います。

女子大会打撃ベスト５（規定打席数９以上）

左 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 本 試
選 手 名 大 学 名 塁 打撃率

打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 打 合

○ 78 佐藤 裕美 立 命 館 11 10 ８ ５ ４ ・ １ ・ １ ３ ４ ・ ８００ ３

○ ６ 櫻井あず沙 龍 谷 14 11 ８ ２ ３ １ ２ ・ １ １ ８ ・ ７２７ ４

８ 中島 彩 淑 徳 13 11 ７ ３ ３ ２ ・ ・ ・ ・ ３ ・ ６３６ ３

○ DH 瀬戸 昌恵 立 命 館 11 ８ ５ ４ ２ ・ ２ １ ・ ・ ４ ・ ６２５ ３

○ ８ 池上 華代 愛媛女短 ９ ８ ５ ３ １ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ・ ６２５ ２

女子大会投手成績（規定投球イニング16以上）

左 打 打 被 失 自 被 与 奪 被 投 防 勝 負
選 手 名 大 学 名 回 者 安 責 犠 四 三 本 球 御 試 試

投 数 数 打 点 点 打 死 振 打 数 率 合 合

宮本 直美 東海学園 28 110 99 18 ２ ２ ３ ８ 26 １ 398 0.50 ３ １

中村 祐子 東 女 体 25.2/3 98 92 21 ３ ２ ３ ３ 10 １ 325 0.55 ３ ０

山下 郁代 龍 谷 18 71 67 14 ３ ３ ３ １ 23 ２ 290 1.17 ２ １

松村 歩 大阪国際 21.2/3 89 78 20 ７ ５ ５ ６ 12 ・ 281 1.62 ２ １


















